
脱気装置付 ベルトシーラー  太陽  取扱説明書 Ver.3.01J

16

ベルト速度

加熱温度

1-8…各部の名称とはたらき
カバー閉時

上カバー

コンベアベルト

作業テーブル

シールベルト
引っ張りノブ

コントロールユニット

電源スイッチ

コンベアベルト
引っ張りノブ

コンベア駆動
ローラー

コンベア
上下調整ノブ

コンベア
前後調整ノブ

コンベア
前後調整ノブ

テーブル

スタンド支柱

ヒューズ（10A）

ブロワー電源スイッチ

ダクトホース

エアスイッチ
本体側エルボ付

エアペダル

シールゲージ

脱気ノズル

ハンドル
ハンドルを回してスタンド
の高さ調整を行います
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ベルト速度

加熱温度

コントロールユニット
各種モードランプ ディスプレイ

モード切替ボタン 数値設定ボタン 中止ボタン

加熱中ランプ
各設定値、カウンター数
の表示をします

選択されている設定モード
をランプ表示します

シール加熱中、点灯し
ます

設定モードを切り替えると
きに押します

設定数値を増減する時、
カウンター数値をリセットす
るときに押します

稼働中に機械の動きを止
めたいとき押します
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カバー開時

デザインローラー
調整ボルト

送りベルト：上

デザインローラー

送りベルト：下

シールベルト
引っ張りノブ

インターロックスイッチ

シールベルト（上下）

ヒーター持ち上げノブ
上下ヒータユニット

冷却部持ち上げノブ

ゴムローラー

コンベア駆動ローラー

コンベアベルト
引っ張りノブ

テーブル

エアペダル
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ベルト速度 加熱温度

製品背面

プリンター専用コンセント

ヒューズ（15A）

保護接地端子

ブロワー

電源コード

シーラー用電源コード

シーラー専用コンセント

脱気強さ調整ノブ

ノズルユニット固定ノブ

ブロワー電源スイッチ

テーブル

エアペダル

作業テーブル

ノズルユニット
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製品を使用される時は以下の「1-9 正しい使い方」をよくお読みいただき、お使いください。
以下の方法以外の操作方法で使用されますと故障の原因となり、たいへん危険です。

コンベア上下調整ノブ、コンベア前後調整ノブにてコン
ベア位置を調整してください。
詳細は「1-11-1 コンベアの位置調整」を参照してくだ
さい。
また、テーブルの高さと傾斜角度を調整することができま
す。
詳細は「1-11-3 テーブルの高さ調整」「1-11-4 テーブ
ルの傾斜角度調整」を参照してください。

作業場所が決まりましたら、製品下部のキャスター（2個）
をしっかりとロックONにして固定してください。

エアペダルホースをエアスイッチ本体側のエルボに確実
に差し込んでください。

製品に接地をとるための保護接地端子を設けておりま
す。
附属品のアース線を必ず保護接地端子にビスで固定し
て、接地をとってからお使いください。

1-9…正しい使い方

1-9-1　作業場所の確保

1-9-2　コンベアの位置、テーブルを調整

1-9-3　エアホースを差し込む

1-9-4　アース線を接続する

移動の時 固定の時
OFF

ON

ON

OFF

エアスイッチ本体側
エルボ付

エアペダルホース

確実に差し込んで
ください

警告  傾いたり、段差のある不安定な場所では使用
しないでください。製品が倒れたり、設置場所
から移動して破損、負傷の恐れがあります。必
ず平らな安定した場所でご使用ください。

 床面が濡れていたり、水滴・水蒸気がかかる
場所では使用しないでください。製品の故障の
原因となり、漏電する危険性があります。



脱気装置付 ベルトシーラー  太陽  取扱説明書 Ver.3.01J

21

シーラー本体上面にある電源スイッチを押してON状態
にするとコントロールユニットのディスプレイ表示の文字が
点灯します。

電源コードの差し込みプラグを「1-1 仕様」に記載して
いる電圧�電力がとれるコンセントに確実に根元まで差
し込んでください。

1-9-6　電源スイッチをON

1-9-5　電源コードの接続

押すとON になる

注  上カバーが確実に閉まっていないと、安全のた
め機械が作動しない構造になっています。

注意  上カバーを開いている状態でコントロールパネ
ルのディスプレイ表示が表示したままになってい
る場合は、直ちに製品の使用を中止し修理を
ご用命ください。

警告  規定の容量に合わない場合、火災などが発生
する危険性があります。

注  “シーラー用電源コード”が“シーラー専用コン
セント”に接続されていることを確認してから使用
してください。

 “シーラー用電源コード”、“シーラー専用コンセ
ント”の位置は

 「1-8 各部の名称とはたらき」 ＞＞ “製品背
面”

 で確認していただくことができます。
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ベルト速度

加熱温度

以下の手順でコントロールユニットでシール条件を設定し
てください。

コントロールユニットで加熱温度、ベルト速度の設定を行
います。袋（フィルム）の材質、厚さなどにより設定値は
変わりますので、異なる袋（フィルム）を使用される時は
その都度設定してください。

■	 モード切替ボタンを押すと、
カウンター数→加熱温度→ベルト速度
の順に設定値がディスプレイに表示されます。

■	 呼び出されたモードはランプが点灯します。どの
モードランプも点灯していない時はカウンターモー
ドが表示されています。

■	 カウンター値は、脱気ノズルが一定角度（約20°）
動いた時にカウントされますが、ベルトの回転が
停止した時点で記憶されます。

1-9-7　コントロールユニットでシール条件を設定
各種モードランプ ディスプレイ

モード切替ボタン 数値設定ボタン

各設定値、カウンター
数の表示をします

選択されている設定モー
ドをランプ表示します

設定モードを切り替え
るときに押します

設定数値を増減する時、
カウンター数値をリセットす
る時に押します

注  ベルトの回転が停止する前に中止ボタ
ンを押すか、電源スイッチをOFF にす
ると、その間のカウンター値は記憶され
ませんのでご注意ください。

注  脱気ノズルを一定角度（約 20°）動かし
た後、シールをせずにノズルを初期位
置に戻してしまうとカウントされてしまいま
すのでご注意ください。
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■…加熱温度の設定
■	 「加熱温度」のモードにして、数値設定ボタン
で数値を加減して設定します。
60～ 170℃の範囲

■	 使用される包材フィルム（袋）の材質により適切
な溶融温度は異なります。　

■	 シールができる最低の加熱温度に設定してくだ
さい。部品の無駄な消耗を抑えます。

■…ベルト速度の設定
■	 「ベルト速度」のモードにして、数値設定ボタン
で数値を加減して設定します。
2.0～ 7.0m/minの範囲（0.1m刻み）

注  加熱温度を151℃以上に上げるとベル
ト速度に制限がかかります。

 例）最大ベルト速度
 160℃の時・・・4.5m/min
 170℃の時・・・2m/min

注  包装フィルム（袋）に厚みがあり、加熱
温度をあげても、シールができない場合
はベルト速度数値を下げて、シール作
業を行ってください。
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．．．．．

電源ON

モード ディスプレイ表示

カウンター数値

ベルト速度設定

押す（2回目）

押す（3回目）

カウンター数値表示に戻る

数値を下げる 数値を上げる

．．．．．

加熱温度設定

押す（1回目） 数値を下げる 数値を上げる

．．．．．

の範囲で表示ベルト速度

加熱温度

切  替
モード
切  替

切  替
モード
切  替

切  替
モード
切  替

電源ON

モード ディスプレイ表示

カウンター数値

ベルト速度設定

押す（2回目）

押す（3回目）

カウンター数値表示に戻る

加熱温度設定

押す（1回目）

設定終了

押して（4回目）
設定のやり直しをする場合

押す

押す
加熱温度表示

カウンター数表示

ベルト速度表示

切  替
モード
切  替

切  替
モード
切  替

切  替
モード
切  替

切  替
モード
切  替

各モードの設定手順例
設定数値例：加熱温度 100℃　ベルト速度 6.5m/min

各モードの設定手順
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ベルト速度 加熱温度

ベルト速度 加熱温度

ノズルユニット下部のノズルユニット固定ノブを緩め、ノズ
ルユニットを前後に動かしてノズルの位置を調整してくだ
さい。
調整が終わりましたらノズルユニット固定ノブを締めノズ
ルユニットを固定します。

ノズルユニット側面にあるブロワーの電源スイッチをON
にするとブロワーが稼働し、ノズルからの吸気がスタート
します。

1-9-7　脱気ノズルの位置を調整

1-9-8　ブロワーの電源をON

ノズルユニット固定ノブ

ブロワー電源スイッチ

ノズルユニット

ノズルユニット
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ノズルユニット下部にある脱気強さ調整ノブを回すと脱
気の強さを調整できますので、必要に応じて脱気強さの
調整を行ってください。

1-9-9　脱気強さの調整

脱気強さ調整ノブ

■ 脱気強さを“最も弱く”した状態

■ 脱気強さを“最も強く”した状態
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1	 袋の開口部にノズルを差し込みます。

2	 両手で袋を左右にピンと張ってください。
3	 内容物が固形物の場合は、脱気した時にフィル
ムがノズル口をふさいでしまわないように内容物
をできるだけノズルの吸い込み口に近づけます。

4	 袋内の空気が抜けましたら袋を左右に張った状
態のまま、シールベルトで挟み込む位置まで袋を
スライドさせてください。

	 袋をスライドさせるとノズルが横方向に動きシール
ベルトの始動スイッチをＯＮ状態にしてシールベル
トが回転を始めます。

｢1-9-6 コントロールユニットでシール条件を設定 ｣を参
照して、何度かシールテストを行って適切なシール条件
をセットアップした後で量産作業を行ってください。

■ 薄手の袋などを使用されて、ノズルに袋が吸い
付いて作業が困難な場合

1-9-10　脱気シールを行う

シールベルト

シールゲージ ノズル

エアペダル

注意  ローラーに指を巻き込まれないように注
意して作業を行ってください。

MEMO  袋を両手で持ち、袋の開口部の上側
のフィルムを少し手前にずらすとノズル
が差し込みやすくなります。

MEMO  シールベルトに挟み込む時にシールゲー
ジを指標にしてシール位置を決めてくだ
さい。

MEMO  袋の開口部にノズルを差し込みにくい
場合、袋の開口部にノズルを差し込む
時にエアペダルを手で押す（または、足
で踏む）ことにより、ノズルからの脱気
を停止させることができ、ノズルの差し
込みが行いやすくなります。

 エアペダルを手で押す（または、足で踏
む）のを止めると脱気が再開します。
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作業が終わりましたら
1	 脱気ユニット側面にあるブロワーの電源スイッチ
をOFFにしてください。

2	 シーラー本体上面にある電源スイッチをOFFに
してください。

長時間使用しない場合は、電源プラグをコンセントから
抜いてください。

作業終了後は清掃を行い、シールベルトなどの部品が
傷んでいないか点検を行い、必要に応じて交換をしてく
ださい。

1-9-11　電源スイッチをOFF

1-9-12　作業終了後の点検

押すとOFF になる

ブロワー電源スイッチ
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1	 ヒーター持ち上げノブ、冷却部持ち上げノブを
起こしてください。

2	 コンベア駆動ローラーを回すと駆動プーリーが回
転します。

	 コンベア駆動ローラーを手で時計回りに回しなが
ら、送りベルトを手前に引っ張ってプーリー溝か
ら外してください。

3	 送りベルトを取り付ける際も、コンベア駆動ロー
ラーを手で時計回りに回しながら、プーリー溝に
はめてください。

以下で説明する主な部品の交換作業をされる時は、作
業前に製品の上カバーを上に上げてから行ってくださ
い。

日々 の作業を安定して能率的に行うために、作業前�作業後のメンテナンス�早い時期の消耗部品の交換をお勧
めいたします。
以下の「1-10 主な部品の交換方法」をよくお読みいただき、正しく作業を行ってください。

1-10…主な部品の交換方法

1-10-1　送りベルト上・下の交換

部品交換の準備
上カバー

送りベルト（上）
ヒーター
持ち上げノブ

冷却部
持ち上げノブ

駆動プーリー

送りベルト（下）

コンベア駆動ローラー

警告  消耗部品の交換やメンテナンスを行う時は、必ず電源プラグを手で持ってコンセントから抜き、作業を行ってく
ださい。プラグを差し込んだまま作業を行うと感電する危険性があります。

警告  取扱説明書に記載されている以外の間違った方法で交換すると機械が正常に働かないばかりか、感電や火
傷をする危険性があります。

警告  消耗部品は必ず弊社指定の部品をご使用ください。指定外の部品を使用されると製品の性能が正しく発揮で
きないだけでなく、故障の原因にもなります。

注意  ローラーに指を巻き込まれないように注
意して作業を行ってください。

注  プリンター装備モデルは交換方法が異なります。
「2-9 プリンター装備モデル；送りベルト上・下
の交換」を参照して、交換してください。

必ず電源プラグをコンセントから抜いた
状態で作業を行ってください。
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1	 「1-10-1 送りベルト上・下の交換」を参照して、
送りベルト上�下を外してください。

	 この時、ヒーター持ち上げノブ、冷却部持ち上
げノブは起こしたままの状態にしておいてくださ
い。

2	 交換する側のシールベルト引っ張りノブを反時計
回りに回し、シールベルトを緩めてください。

3	 シールベルトを外してください
4	 新しいシールベルトを付けてください。
5	 シールベルトが滑らないところまで、交換した側
のシールベルト引っ張りノブを時計回りに回してく
ださい。

6	 1で外した送りベルト上�下を取り付け、ヒーター
持ち上げノブ、冷却部持ち上げノブを元の位置
まで倒してください。

1-10-2　シールベルトの交換

シールベルト
引っ張りノブ

シールベルト

ヒーター
持ち上げノブ

冷却部
持ち上げノブ

注  シールベルトを引っ張りすぎるとシール
ベルト切れの原因になります。
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1	 ヒーター持ち上げノブを起こし、上ヒーターユニッ
トを上げてください。

2	 電極台ゴムブッシュを外してください。
3	 プラスドライバーで電極台を固定しているビスを
外してください。

4	 上ヒーターユニットを手前に引き出して、外してく
ださい。

5	 新しいヒーターユニットを取り付け、3で外した電
極台を固定しているビスを締めてください。

6	 2で取り外した電極台ゴムブッシュを付けてくださ
い。

7	 1で起こしたヒーター持ち上げノブを元の位置ま
で倒してください。

1-10-3　上ヒーターユニットの交換
ヒーター持ち上げノブ

電極台を固定し
ているビス

電極台ゴムブッシュ

上ヒーターユニット

穴が後側

穴が無いほうを前側にして取り付けてください。

後

前注  上ヒーターユニットは前後があります。前後逆
に取り付けると正しくシールが出来なくなります
ので、右イラストを参照して、正しく取り付けて
ください。
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1	 「1-10-3 上ヒーターユニットの交換」を参照し
て、上ヒーターユニットを外してください。（下ヒー
ターユニットを交換する時は、上ヒーターユニット
を取り外す必要があります。）

2	 下ヒーターユニットの電極台ゴムブッシュを外し、
電極台を固定しているビスを外してください。

3	 下ヒーターユニットを手前に引き出して、外してく
ださい。

4	 温度センサーのコネクターを外します。
5	 新しい下ヒーターユニットの温度センサーのコネク
ターを装着してください。

6	 下ヒーターユニットを取り付け、2で外した電極
台を固定しているビスを締めてください。

7	 2で取り外した電極台ゴムブッシュを付けてくださ
い。

8	 「1-10-3 上ヒーターユニットの交換」を参照し
て、1で取り外した上ヒーターユニットを取り付け
てください。

1-10-4　下ヒーターユニットの交換

ヒーター持ち上げノブ

電極台を固定し
ているビス

電極台を固定し
ているビス

電極台ゴムブッシュ

電極台ゴムブッシュ

温度センサーコネクター

下ヒーターユニット

電極台
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1	 「1-10-1 送りベルト上・下の交換」を参照して、
送りベルト（上）を外してください。

2	 六角レンチでデザインローラー調整ボルトを緩め
てください。

3	 デザインローラー取付ビスを外し、ローラー固定
ブロックを少し持ち上げてデザインローラーを外し
てください。

4	 ローラー固定ブロックを少し持ち上げて、交換す
るデザインローラーを取り付けてください。

5	 デザインローラー取付ビスを締めて固定してくだ
さい。

6	 1で外した送りベルト（上）を付けてください。
7	 2で緩めたデザインローラー調整ボルトを六角レ
ンチで締めてください。

1-10-5　デザインローラーの交換

デザインローラー
調整ボルト

デザインローラー調整ボルト

デザインローラー

ローラー固定ブロック

デザインローラー取付ビス

注  デザインローラーを交換した場合、デザ
インローラーの圧力調整をする必要があ
りますので「1-11-5 デザインローラー
の調整」を参照して、調整を行ってくだ
さい。
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1	 「1-10-1 送りベルト上・下の交換」を参照して、
送りベルト（下）を外します。

2	 デザインローラー調整ボルトを緩めてください。
（「1-10-5 デザインローラーの交換」を参照して
ください。）

3	 コンベア前後調整ノブを緩めて、コンベア台を
少し手前に移動させてください。（「1-11-1-2 コ
ンベア前後の調整」を参照してください。）

4	 ゴムローラーの取付ホーローセットを緩めて、デ
ザインローラーの固定ブロックを少し持ち上げな
がらゴムローラーを外してください。

5	 デザインローラーの固定ブロックを少し持ち上げ
ながら新しいゴムローラーをシャフトに差し入れ
て、4で緩めたホーローセットを締めてください。

6	 1で外した送りベルト（下）を付けてください。
7	 2で緩めたデザインローラー調整ボルトを「1-11-

5 デザインローラーの調整」を参照して、六角レ
ンチで締めてください。

1-10-6　ゴムローラーの交換

ホーローセット

ゴムローラー

シャフト
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1	 作業テーブルを固定しているビス3箇所を緩め
ます。

	 ■	作業テーブル前面：2箇所

	 ■	作業テーブル背面：1箇所

2	 作業テーブルをご希望の位置にスライドさせ、
調整します。

3	 1で緩めた3本のビスを締めて作業テーブルを
固定します。

■…1-11-1-1　コンベア上下の調整
1	 コンベア上下調整ノブを回し、上下を調整しま
す。

2	 ノブを緩めると上に上がってきます。
3	 ご希望の高さに調整します。
4	 調整後はノブを締めて固定します。

■…1-11-1-2　コンベア前後の調整
1	 コンベアを上に上げると作業が容易になります。

「1-11-1-1 コンベア上下位置の調整」を参照
して、必要に応じてコンベアを上に上げてくださ
い

2	 コンベア前後調整ノブを緩め、コンベア台をご
希望の前後位置に調整します。

3	 調整後はノブを締めて固定します。
4	 1で上に上げたコンベアの上下位置を調整して
ください。

1-11…各部の調整方法

1-11-2　作業テーブルの位置調整

1-11-1　コンベアの位置調整 コンベア

コンベア

コンベア上下調整ノブ

コンベア前後調整ノブ

作業テーブル前面

作業テーブル背面

コンベア前後調整ノブ
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スタンド下部のハンドルを回すとテーブルの高さを変更す
ることができます。

テーブルは最大で約 20°まで傾斜させることが可能で
す。

1	 スタンド支柱とテーブルを固定しているナット（4
箇所）を緩めます。

2	 テーブルの製品背面側を持ち上げて（または下
げて）、テーブルの角度を調整します。

3	 テーブルの角度を調整、確定しましたら1で緩
めたナット（4箇所）を締めて確実に固定してくだ
さい。

1-11-3　テーブルの高さ調整

1-11-4　テーブルの傾斜角度調整

ハンドル

ナット
ボルト

テーブル

ボルト

スタンド
支柱

ナット

水平状態 傾斜状態

テーブル

注意  テーブルの傾斜角度の調整を行う時は、必ず
二人以上で作業を行い、一人がテーブルを支
えた状態で行ってください。

注意  テーブルの傾斜角度の調整を行う時、スタンド
支柱の固定ボルト周辺に手をかけないでくださ
い。手や指を挟むと怪我をする恐れがあり、た
いへん危険です。

注  ボルトが脱落しないよう、ナットの緩めす
ぎに気をつけてください。
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デザインローラーを交換した際にデザインローラーの圧力
調整を行う必要があります。
デザインローラー調整ボルトを六角レンチで回して、デザ
インローラー調整ボルトとデザインブロック天板の上面が
同一の高さになる状態を基準とし、±約 2mmの範囲
内でデザインローラー調整ボルトの高さを調整してくださ
い。
■	 デザインローラー調整ボルトを締めるとデザイン
ローラーのシール模様の現れ方が強くなります。

■	 デザインローラー調整ボルトを緩めるとシール模
様の現れ方が弱くなります。

シールベルトが滑ってきた場合は、シールベルトの引っ張
り強度の調整を行ってください。

シールベルト引っ張りノブをシールベルトの滑りが無くなる
まで上下のノブを交互に¼回転ずつ時計回りん￥に回
してください。

1-11-5　デザインローラーの調整

1-11-6　シールベルトの引っ張り強度の調整

デザインローラー調整ボルト デザインブロックの天板

ローラー固定ブロック

デザインローラー

シールベルト
引っ張りノブ

注  デザインローラー調整ボルトを締め込み
過ぎるとベルト速度に悪影響を及ぼす
可能性がありますので、前述の範囲内
での調整を行ってください。

注  シールベルトを引っ張りすぎるとシール
ベルト切れの原因になります。
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日々 の作業を安定して能率的に行うために、作業前�作業後のメンテナンス�早い時期の消耗部品の交換をお勧
めいたします。
以下の「2-9 プリンター；消耗部品の交換方法」をよくお読みいただき、正しく作業を行ってください。

■…使用済みテープの取り外し
1	 プリントテープカバーを開けて、巻取りフランジを
固定しているネジを回し、巻取りフランジを外して
ください。

2	 押さえローラーのつまみを引っ張り、上に持ち上
げ、奥へ押して支柱に引っかけてください。押
さえローラーが上がった状態で固定されます。

2-9…プリンター；消耗部品の交換方法

2-9-1　プリントテープの交換

巻取りフランジ

つまみを押す

支柱

支柱に引っかける

2 持ち上げる

3 奥へ押す

1 引っ張る

押さえローラー

警告  消耗部品の交換やメンテナンスを行う時は、必ず電源プラグを手で持ってコンセントから抜き、作業を行ってく
ださい。プラグを差し込んだまま作業を行うと感電する危険性があります。

警告  取扱説明書に記載されている以外の間違った方法で交換すると機械が正常に働かないばかりか、感電や火
傷をする危険性があります。

警告  消耗部品は必ず弊社指定の部品をご使用ください。指定外の部品を使用されると製品の性能が正しく発揮で
きないだけでなく、故障の原因にもなります。

必ず電源プラグをコンセントから抜いた
状態で作業を行ってください。

注意  プリントテープを交換する時はシーラーの電源を
OFF にして活字など印字部が充分に冷えてから
作業を行ってください。熱い状態のままで交換作
業を行うと火傷をする危険性があります。
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3	 送りローラーの紙管に残っているプリントテープを
はがし、紙管を抜き取ってください。抜き取った
紙管は新しいプリントテープの巻取り紙管として
お使いください。

4	 巻取りローラーから使用済みテープを紙管ごと抜
き取ってください。

■…プリントテープの取り付け
5	 3 で抜き取った紙管を、巻取りローラーに取り付
けてください。

6	 新しいプリントテープを、送りローラーに取り付け
てください。

7	 右のイラストと次ページのイラストを参考にプリント
テープをセットし、巻取りローラーにセットした紙
管にプリントテープの先端をセロハンテープなど
で貼り付けてください。このときプリントテープの
光沢のある面が活字に当たるようにセットしてくだ
さい。

送りローラー

巻取りローラー

送りローラー

巻取りローラー

セロハンテープ

テープ切れセンサー

ツヤ消し面が外側を
向くようにセットする

注  「テープ切れセンサー」でプリントテープ
を感知していますので、プリントテープ
は、必ず「テープ切れセンサー」の間を
通るように取り付けてください。
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8	 送りローラー、巻取りローラーを手で回して、プリ
ントテープのたるみを取ってください。

9	 2で上に持ち上げた押さえローラーのつまみを元
の位置に戻してください。

10	 巻取りローラーに巻取りフランジを取り付け、ネジ
で固定してください。

11	 プリントテープが正しく取り付けられているか確認
し、プリントテープカバーを閉じてください。

プリントテープの取り付け位置

送りローラー

押さえローラー

巻取りローラー

巻取りフランジ

閉じる

テープガイドにかける

ツヤ消し面が外側

テープガイドにかける

ガイド軸とガイド軸の間を通す

テープ切れセンサー
の間を通す

テープガイドにかける

テープガイドにかける

ドライブローラーにかける
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1	 「2-9-1 プリントテープの交換 >>> ■ 使用済
みテープの取り外し」を参照して、プリントテープ
を取り外してください。

2	 上カバーを上に上げてください。

3	 ヒーター持ち上げノブ、冷却部持ち上げノブを
起こしてください。

4	 コンベア駆動ローラーを回すと駆動プーリーが回
転します。

	 コンベア駆動ローラーを手で時計回りに回しなが
ら、送りベルトを手前に引っ張ってプーリー溝か
ら外してください。

5	 送りベルトを取り付ける際も、コンベア駆動ロー
ラーを手で時計回りに回しながら、プーリー溝に
はめてください。

6	 「2-9-1 プリントテープの交換 >>> ■ プリント
テープの取り付け」を参照して、1で外したプリン
トテープを取り付けてください。

2-9-2　プリンター装備モデル；送りベルト上・下の交換

駆動プーリー

送りベルト（上）

送りベルト（下）

コンベア駆動ローラー

上カバー

ヒーター
持ち上げノブ

冷却部
持ち上げノブ

注意  プリントテープを交換する時はシーラーの電源を
OFF にして活字など印字部が充分に冷えてから
作業を行ってください。熱い状態のままで交換作
業を行うと火傷をする危険性があります。

注意  ローラーに指を巻き込まれないように注意して作
業を行ってください。
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50g

50g

1	 プリントテープカバーを開けて、ヒーターブロック
から活字ホルダーを引き出してください。

2	 活字押さえ用つまみを緩めて、活字押さえを引
き出しますと活字の着脱が可能になりますので、
活字を変更してください。

3	 活字の変更（交換）が終わりましたら活字押さえ
を活字ホルダーに装着し、活字押さえ用つまみ
を締めて固定してください。

4	 活字ホルダーをヒーターブロックに差し込み、プリ
ントテープカバーを閉じてください。

2-9-3　活字の交換

例）「50ｇ」の活字をセットする場合

活字押さえ用
つまみ

活字押さえ

活字ホルダー

ヒーターブロック

少し持ち上
げながら

引き出す

注  少ない活字をセットする場合は出来るだ
け中央寄りに取り付けてください。

 印字しない部分には、必ずスペーサー
を入れてください。

 活字が左右いずれかに片寄ると印字不
良の原因になります。

注  活字ホルダーは取手を持って、斜め上
方向に少し持ち上げながら引き出してく
ださい。

注  活 字 の 列 数を変 更した 場 合 は、
「2-10-2 プリントテープ送り量の切り替
え」を参照して、テープ送り切り替えレ
バーを切り替えてください。

注意  活字を交換する時はシーラーの電源をOFF にし
て活字など印字部が充分に冷えてから作業を
行ってください。熱い状態のままで交換作業を行
うと火傷をする危険性があります。
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1	 プリントテープカバーを開けて、ヒーターブロック
から活字ホルダーを引き出してください。

2	 「2-9-1 プリントテープの交換 >>> ■使用済み
テープの取り外し」を参照して、プリントテープを
取り外してください。

3	 活字受けゴムを取り外してください。（両面テー
プで固定されています。）

4	 活字受け台に残った粘着のりをアルコール（エタ
ノール）を使って拭きとってください。

5	 新しい活字受けゴムを取り付けてください。

6	 2で外したプリントテープを取り付け、1で引き出
した活字ホルダーをヒーターブロックに差し込み、
プリントテープカバーを閉じてください。

2-9-4　活字受けゴムの交換

右端に寄せる

活字受けゴム

活字受け台

活字ホルダー

ヒーターブロック

少し持ち上
げながら

引き出す

注  活字ホルダーは取手を持って、斜め上
方向に少し持ち上げながら引き出してく
ださい。

注意  部品を交換する時はシーラーの電源をOFF にし
て活字など印字部が充分に冷えてから作業を
行ってください。熱い状態のままで交換作業を行
うと火傷をする危険性があります。
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1	 プリントテープカバーを開けて、スライド引き上げ
バネを取り外します。

2	 イラストを参考に、スライド引き上げバネをセットし
ます。

3	 プリントテープカバーを閉じてください。

2-9-5　スライド引き上げバネの交換

1 フック下部を引っかける

2 フック上部を引っかける
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1	 プリンターの固定ボルト（3箇所）を緩めてくださ
い。

2	 プリンターを前後に移動させ、位置を調整してく
ださい。

3	 調整が終了しましたら、ボルトを締めてプリンター
を固定してください。

2-10…プリンター；各部の調整方法
2-10-1　印字位置調整 - 縦方向

プリンター固定ボルト（3 箇所）

注  ボルトを必要以上に緩めると、プリンター
が脱落する恐れがあります。

注  動作不良の原因となりますので、固定
ボルトは確実に締めつけてください。

MEMO  シール面に対する前後方向の印字位置は、お
おむねイラストのようになります。

注意  活字など印字部が熱い状態のまま調整作業を行
う際は、印字部に触れないよう注意して行ってく
ださい。
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1列2列

1	 プリントテープカバーを開けます。
2	 テープ送り切り替えレバーを、セットした活字の
列数に合わせて切り替えます。

1	 プリントテープカバーを開けます。
2	 活字昇降部の印字圧力調整ナットを回して、印
字圧力を調整します。

	 時計回りに回すと濃くなります。
	 反時計回りに回すと薄くなります。

2-10-3　印字濃度調整

2-10-2　プリントテープ送り量の切り替え
テープ送り切り替え
レバー

薄くなる印字圧力調整ナット

濃くなる

注  調整ナットを回す際、活字昇降部に無
理な力がかからないよう注意してくださ
い。

注  故障の原因となりますので、調整ナット
の上にある薄いナットは回さないでくださ
い。

注意  活字など印字部が熱い状態のまま調整作業を行
う際は、印字部に触れないよう注意して行ってく
ださい。




